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概要 

 IBM Worklight® Foundation には、Worklight Server およびアプリケー
ションを IBM PureApplication™ System、IBM SmarterCloud 

Orchestrator、および IBM PureApplication Service on SoftLayer 上に
デプロイして管理する機能が備わっています。 

 このクラウド・ソリューションにより、モバイル・アプリケーション
のライフサイクル全体を通じて開発者および管理者の作業負担が軽減
されます。 

 このモジュールでは、PureApplication System 上で IBM Worklight 

Foundation を使用する基本的なシナリオについて学習します。 

 また、このモジュールでは、Application Center を PureApplication 

System 上にデプロイする方法についても学習します。 

– Tivoli® Directory Server を統合する方法については、モジュール  

『IBM PureApplication System 上で IBM Tivoli Directory Server を統
合』および  IBM Worklight Foundation ユーザー文書を参照してくだ
さい。 
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前提条件 
 

 インストールを開始する前に、IBM Mobile Application Platform Pattern 

インストール済み環境から IBM Mobile Application Platform Pattern 
Type .tgz ファイルを取得します。 

 

6 



© Copyright International Business Machines Corporation 2013, 2014. All rights reserved. 7 

Pattern Type ファイルのアップロード 
 

 PureApplication System にログインし、ご使用のアカウントに、新規パターン・タイプを
アップロードする権限があることを確認します。 

 「ワークロード・コンソール (Workload Console)」> 「クラウド (Cloud)」> 「パター
ン・タイプ (Pattern Types)」にアクセスします。 

 IBM Mobile Application Platform Pattern Type .tgz ファイルをアップロードします。 

1. 「+」ボタンをクリックします。 

2. IBM Mobile Application Pattern 
Type .tgz ファイルを指定します。 
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ライセンスの同意 (1/2) 
 

 アップロード・プロセスの完了後、アップロードしたパターン・タイプ
にアクセスし、そのパターン・タイプを使用可能にします。 

1. インストール後に Pattern Type が使用可能
になっていないことに注目します。 

2. ライセンスを表示して、その
ライセンスに同意します。 



© Copyright International Business Machines Corporation 2013, 2014. All rights reserved. 9 

ライセンスの同意 (2/2) 
 

 ライセンスに同意します。 

3. 「同意 (Accept)」をクリック
してライセンスに同意します。 
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インストールの完了 
 

 インストールが完了すると、パターンが使用可能になります。 

4. Pattern Type は同意済みです。 

5. 使用可能にします。 
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前提条件 
 

 インストールを開始する前に、IBM Mobile Application Platform 
Pattern インストール済み環境から WLRTDB.zip ファイル、
WLADMDB.zip ファイル、および WLRPTDB.zip ファイルを取得

します。 
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Worklight データベース・ワークロード標準の作成 (1/2) 

 PureApplication System にログインし、ご使用のアカウントに、カ
スタム・データベース・ワークロード標準を作成する権限があるこ
とを確認します。 

 「ワークロード・コンソール (Workload Console)」> 「カタログ 

(Catalog)」> 「データベース・ワークロード標準 (Database 

Workload Standards)」にアクセスします。 

 以下のデータベース用に Worklight データベース・ワークロード標
準を作成する必要があります。 

– Worklight ランタイム・データベース 

– Worklight レポート・データベース 

– Worklight 管理データベース 
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Worklight データベース・ワークロード標準の作成 (2/2) 

 以下の手順に従って WLRTDB.zip ファイルをアップロードします。 

 同様の手順を使用して Worklight レポート・データベース用の 
WLRPTDB.zip ファイルと、Worklight 管理データベース用の 

WLADMDB.zip ファイルをアップロードします。 

14 

1. 「+」をクリック
します。 

4. WLRTDB.zip ファイルを指定します。 

2. 名前を指定します。 

3. 「部門トランザクション 

(Departmental 

Transactional)」を選択し
ます。 
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Worklight Server の作成 
 

 Virtual Application Pattern を作成します。 

 エンタープライズ・アプリケーション (WebSphere Application Server) コン
ポーネントをドラッグします。 

 その上に Worklight.ear ファイルをアップロードします。 

– この EAR ファイルは、Worklight Studio から生成することも、コマンド・
ライン・インターフェース (CLI) を使用して生成することもできます。 

1. WebSphere Application 

Server コンポーネントを
ドラッグします。 

2. Worklight Studio または CLI でビルドした 

EAR ファイルをアップロードします。 
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Worklight データベースの作成 
 

 DB2® コンポーネントをドラッグして、Worklight ランタイム・データベース
用のデータベース・ワークロード標準を適用します。 

– 必ず、前のステップで作成したデータベース・ワークロード標準を選択し
ます。 

 

1. DB2 コンポーネントを 

ドラッグします。 

2. データベース・ワークロード標準を
適用します。 
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データベース接続の構成 

 Worklight サーバーと DB2 をリンクします。 

 jdbc/WorklightDS という名前のリソースを指定します。 

  

3. リンクを作成します。 

4. jdbc/WorklightDS を選択します。 
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レポート・データベースの構成 

 以下の点を除き、前のスライドと同じ手順に従って、レポート・データベース
を作成して接続します。 

– レポート・データベース用のデータベース・ワークロード標準を選択します。 

– jdbc/WorklightReportsDS という名前のリソース参照を選択します。 

前の手順を繰り返して、 

レポート・データベースを作成します。 
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管理データベースの構成 

 以下の点を除き、前のスライドと同じ手順に従って、管理データベースを作成
して接続します。 

– 管理データベース用のデータベース・ワークロード標準を選択します。 

– jdbc/WorklightAdminDS という名前のリソース参照を選択します。 

20 

前の手順を繰り返して、管理
データベースを作成します。 
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ユーザー・レジストリー・サーバーの構成 

 ユーザー・レジストリー・コンポーネントをドラッグし (新規 TDS または既存 

TDS)、LDIF ファイルをアップロードし、Worklight Console のロール 

(worklightadmin、worklightdeployer、worklightmonitor および worklightoperator) 

をマッピングするための Worklight Server へのリンクを作成します。 

1. ユーザー・レジストリー・
コンポーネントをドラッグ
します。 

3. Worklight Console のロールを 

マッピングするリンクを作成します。 

2. LDIF ファイルを
アップロードして 

LDAP 情報を指定
します。 
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Worklight Server の構成 
 
 最後に、Worklight 構成コンポーネントをドラッグして Worklight Server 

にリンクし、Worklight Console のデプロイメント・ユーザーを指定し
ます。 

1. 構成コンポーネントを
ドラッグします。 

2. リンクを作成
します。 

3. デプロイメント資格情報
を指定します。 

22 
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アプリケーションおよびアダプターの作成 
 
 これで、対応するコンポーネントをドラッグして Worklight Server にリ
ンクすれば、Worklight アプリケーションおよびアダプターを作成でき
るようになりました。 

– アプリケーションの場合は、.wlapp ファイルをアップロードします。 

– アダプターの場合は、.adapter ファイルをアップロードします。 

1. アプリケーションまたは
アダプターをドラッグし
ます。 

2. リンクを作成
します。 

3. .wlapp ファイルまた
は .adapter ファイルを

アップロードします。 
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Worklight VAP インスタンスの管理 (1/2) 
 

 IBM Worklight VAP は、作成後に他の VAP と同じようにデプロイできます。 

 実行中のインスタンスを管理するには、「ワークロード・コンソール 

(Workload Console)」 > 「インスタンス (Instances)」にアクセスします。 

 「IBM Mobile Application Platform Pattern Type 6.2」を選択して、フィル
タリングを行います。 

 インスタンスを選択して「管理 (Manage)」をクリックします。 

1. インスタンスを
選択します。 

2. 「管理 (Manage)」を
クリックします。 
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Worklight VAP インスタンスの管理 (2/2) 
 

 「操作 (Operations)」をクリックして「Worklight」を選択します。 

 右側のパネルで以下の操作を実行できます。 

– アプリケーションやアダプターをインストールしたり更新したりします。 

– Worklight アプリケーション/アダプターのデプロイメント資格情報を設定し
ます。 

1. 「操作 (Operations)」を
クリックします。 

2. 「WORKLIGHT」を
選択します。 

3. デプロイメント資格情報を 

構成します。 

4. 「サブミット (Submit)」を
クリックして保存を行います。 
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Worklight Studio で IBM Mobile Application Platform Pattern を設定 
 

 IBM Mobile Application Platform Pattern Extension は Worklight Studio 

に組み込まれています。 

 IBM Mobile Application Platform Pattern 機能を使用する前に、いくつ
か設定を行う必要があります。  

– 次のスライドを参照してください。 
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クラウド環境の指定 
 

1.  「ウィンドウ (Window)」>「設定」を
クリックします。  

2.  「Worklight」>「IBM Mobile 

Application Pattern」にアクセスしま
す。 

3. 以下のフィールドに値を入力します。 

– システム・ホスト (System Host) 

– ユーザー名 

– パスワード 

4.  「デプロイメント情報のフェッチ 

(Fetch Deployment Information)」を
クリックします。 

5. ターゲット・プロファイルを選択しま
す。 

6.  「適用 (Apply)」をクリックして設定
を保存します。 
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Worklight プロジェクトを PureApplication System に
デプロイ 
 
 IBM Worklight プロジェクトを PureApplication System にデプロイする
には、プロジェクトを右クリックし、「実行 (Run As)」>「プロジェク
トを IBM Mobile Application Platform Pattern としてデプロイ 

(Deploy project as IBM Mobile Application Platform Pattern) 」を選
択します。 

1. プロジェクトを右クリックします。 

2. 「実行 (Run As)」>「プロジェクトを IBM 

Mobile Application Platform Pattern として
デプロイ (Deploy project as IBM Mobile 

Application Platform Pattern)」を選択します。 
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デプロイする資産を選択 
 

 「構成の編集 (Edit Configuration)」

ダイアログで、デプロイするアプリ
ケーションおよびアダプターを選択
します。また、Tivoli Directory Server 

に LDIF ファイルをアップロードする
か、既存 TDS に接続します。 

 Worklight Console で状況を確認しま
す。 

 デプロイが完了すると、ウィンドウ
が開きます。 
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Worklight Console の URL を取得 
 

 デプロイしたプロジェクトの 

Worklight Console の URL を取得で
きます。 

 Worklight プロジェクトを右クリック
し、「IBM Mobile Application 

Platform Pattern」>「Worklight 

Console の URL を表示 (Display 

Worklight Console URL)」を選択し
ます。 

 ウィンドウが表示され、URL が示さ
れます。 
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前提条件 
 

 IBM Mobile Application Platform Pattern インストール済み環境から 

Ant タスク JAR ファイルを取得します。 

33 
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Ant スクリプトで VAP をビルド (1/3) 
 

 次の Ant スクリプトをテンプレートとして使用して、Ant で VAP をビルド
します。 

<taskdef resource="com/worklight/ant/defaults.properties" 

classpath="${taskdefClasspath}"/> 

<target 

  name="buildIPAS_VAP" 

  depends="buildAll" > 

  <vap-builder 

  worklightWar="${worklightWar}" 

  destinationFolder="${wlProjectDestDir}" 

  artifactsFolder="${artifactsFolder}" 

  elbHost="${elbHost}"/> 

</target> 
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 以下の属性を指定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(次のスライドに続く) 

 

属性 説明 

worklightWar 

 

必須。Worklight ランタイム WAR ファイル。必ず絶対ファイル・パスを指定
します。注: worklight-management-ui.war および 
worklight-management-service.war を Studio 
({$workspace}/WorklightServerConfig/servers/worklight/apps の下) から取得
して、Worklight ランタイム WAR ファイルと同じフォルダーに入れる必要が
あります。 

destinationFolder 

 

オプション。宛先フォルダー。 
デフォルト値: ${projectfolder}/bin 

artifactsFolder 

 

オプション。Worklight Studio または CLI によってアダプターおよびアプリ
ケーションが保管されるフォルダー。 

elbHost オプション。Elastic Load Balancer のホスト名。 

createVAPFlag 

 

オプション。これが true に設定されている場合は、Virtual Application 

Pattern 圧縮ファイルが生成されます。 

デフォルト値: true 

isConnectNewTDS 

 

オプション。この属性は、新規 Tivoli Directory Server に接続する必要がある
かどうかを定義する場合に使用します。  

35 

Ant スクリプトで VAP をビルド (2/3) 
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Ant スクリプトで VAP をビルド (3/3) 

 以下の属性を指定します。 

(前のスライドからの続き) 

 
属性 説明 

ldifFile 

 

オプション。設定されていない場合は、TDS サーバーに接続するためにデフォ
ルトの LDIF ファイルが使用されます。 

ipasModel 

 

オプション。以下のいずれかの値を指定できます。 

•W1500: PureApplication System が Intel 上で実行される場合 

•W1700: PureApplication System が Power システム上で実行される場合 

この属性が指定されない場合のデフォルト値は W1500 です。 

ipasHost オプション。PureApplication System の URL。createVAPFlag が true の場合

は必須。 

username オプション。PureApplication System コンソールにアクセスするためのユーザー
名。createVAPFlag が true の場合は必須。 

password オプション。PureApplication System コンソールにアクセスするためのパスワー
ド。createVAPFlag が true の場合は必須。 
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Ant スクリプトで VAP をデプロイ (1/2) 

 次の Ant スクリプトをテンプレートとして使用して、Ant で VAP をデプロイします。 

<taskdef resource="com/worklight/ant/defaults.properties" 

classpath="${taskdefClasspath}"/> 

<target name="deployVAP" depends="buildVap4IPAS"> 

  <ipas-deployer 

    vapZipFile="${vapFile}" 

    ipasHost="${ipasHost}" 

    username="${username}" 

    password="${password}" 

    profileName="${profileName}" 

    cloudGroupName="${cloudGroupName}" 

    ipGroupName="${ipGroupName}" 

    priority="${ipasPriority}"/> 

</target> 
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Ant スクリプトで VAP をデプロイ (2/2) 

属性 説明 

vapZipFile 必須。VAP ビルダーでビルドされた *.zip ファイルへのパス。 

ipasHost 必須。PureApplication System の URL。 

username 必須。PureApplication System コンソールにアクセスするために必要となるユーザー名。 

password 必須。PureApplication System コンソールにアクセスするために必要となるパスワード。 

deploymentTarget オプション。VAP をデプロイするために使用するデプロイメント・ターゲット・タイプ。
この値は「環境プロファイル」(デフォルト値) または「クラウド・グループ」のどちらかに
することができます。 

profileName deploymentTarget が「環境プロファイル」と同じ場合は必須。VAP をデプロイするた

めに使用される環境プロファイル名。 

cloudGroupName 必須。VAP をデプロイするために使用されるクラウド・グループ名。 

ipGroupName deploymentTarget が「環境プロファイル」と同じ場合は必須。VAP をデプロイするた

めに使用される IP グループ名。 

priority deploymentTarget が「環境プロファイル」と同じ場合は必須。VAP をデプロイするた

めに使用される優先順位。 

IPVersion 

 

deploymentTarget が「クラウド・グループ (cloud group)」である場合は必須 。VAP を

デプロイするために使用される IP バージョン。この値は、「IPv4」または「IPv6」のどち
らかにすることができます。 

 以下の属性を指定します。 
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 Worklight Studio での PureApplication System の操作 

 コマンド・ライン・インターフェースを使用したビルドおよびデプロイ 

 Application Center のデプロイ 



© Copyright International Business Machines Corporation 2013, 2014. All rights reserved. 40 

Application Center の概要 
 

 Application Center は、エンタープライズ・アプリケーション・ストア
として提供されています。 

 Application Center は Apple App Store や Google Play とよく似ていま
す。ただし、Application Center は社内専用です。 

 詳しくは、「IBM Worklight Foundation ユーザー文書」にある 

Application Center のトピックを参照してください。 
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標準運用モデル 
 

 Application Center の標準運用モデルを
以下に示します。 

– アプリケーション・サーバーが 

Application Center コンソールおよび
サービスをホストします。 

– LDAP サーバーが認証およびユーザー
管理を行います。 

– データベースは、情報 (ユーザー、ア

プリケーション、フィードバックな
ど) をトラッキングするためのリポジ
トリーです。 
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前提条件 
 

 Application Center は、PureApplication System にデプロイし始める前
にインストールしておきます。 

 Application Center は IBM Worklight Server の一部です。Application 
Center は、IBM Installation Manager でインストールすることも、手動
でインストールすることもできます。詳しくは、IBM Worklight ユーザ
ー文書を参照してください。 

– IBM Worklight インストール・フォルダー 
{worklight_install_folder } をメモしておきます。 

– Installation Manager で Worklight Server をインストールした場合、
Application Center の成果物は 
{worklight_install_folder}/ApplicationCenter にインス
トールされます。 

 IBM PureApplication System 環境が存在していなければなりません。
また、Virtual Application Pattern を作成したり Virtual Application イン
スタンスを実行したりする特権が必要です。 
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Application Center EAR ファイルの取得 
 

 IBM Worklight V5.0.6 以降、App Center は 2 つの WAR ファイル 

(Console および Services) に分けられました。 

 ビルド済みの EAR ファイルを 

{worklight_install_folder}/ApplicationCenter/console から入手できます。 

 この EAR ファイルに含まれる WAR ファイルのパスは以下のとおりで
す。 

– Console: /applicationconsole 

– Services: /applicationcenter 

 この EAR ファイルを独自にビルドする方法については、「IBM 

Worklight Foundation ユーザー文書」を参照してください。 
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Virtual Application Pattern の作成 (1/2) 
 

 IBM PureApplication System にログインします。 

 「ワークロード・コンソール (Workload Console)」>「パターン 

(Patterns)」>「仮想アプリケーション (Virtual Applications)」にアク
セスします。 

 左側のリストから「Web アプリケーション・パターン・タイプ 2.0 

(Web Application Pattern Type 2.0)」を選択して、「+」をクリック
します。 

44 

1. 「Web アプリケーション・パターン・タイプ 2.0 

(Web Application Pattern Type 2.0)」を選択します。 

2. 「+」をクリック
して追加を行います。 
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Virtual Application Pattern の作成 (2/2) 
 
 ダイアログで、ビルドを開始するときに使用するテンプレートを選択し、「ビル
ドの開始 (Start Building)」をクリックします。 

– 目的に合ったテンプレートを選択します。 

– 1 つの Web アプリケーション・コンポーネント、1 つのデータベース・コンポーネント、
および 1 つのユーザー・レジストリー・コンポーネントを作成する必要があります。 

– このモジュールでは、「ブランク・アプリケーション (Blank Application)」テンプレー
トを選択します。 

45 

1. 「ブランク・アプリケーション (Blank application)」
を選択します。 

2. 「ビルドの開始 (Start Building)」
をクリックします。 
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エンタープライズ・アプリケーション・コンポーネントの追加 

 左側の「ダイアグラム (Diagram)」ペインで「アプリケーション・コンポーネ
ント (Application Components)」を展開します。 

 エンタープライズ・アプリケーション (WebSphere Application Server) コンポ
ーネントをドラッグします。 

 右側のプロパティー・ペインでコンポーネントを選択し、Application Center の 

EAR ファイルを指定します。 

1. WAS コンポーネントをドラッグ・
アンド・ドロップします。 

2. EAR ファイルを指定
します。 
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ルーティング・ポリシーの追加 
 

 「エンタープライズ・アプリケーション (Enterprise Application)」コン
ポーネントのメニューで「+」(追加)  アイコンをクリックして「ルーテ
ィング・ポリシー (Routing Policy)」を選択します。 

 「ルーティング・ポリシー (Routing Policy)」コンポーネントのプロパテ
ィー・ペインで「仮想ホスト名 (Virtual Host name)」を指定します。 
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データベース・コンポーネントの追加 

 左側のペインで「データベース・コンポーネント (Database Components)」
を展開します。 

 データベースをドラッグします (このモジュールでは「データベース DB2 

(Database DB2)」を選択します)。 

 そのデータベースをクリックし、プロパティー・パネルで「スキーマ・ファイ
ル (Schema file)」を指定します。 

– create-appcenter-{db}.sql を 

{worklight_install_folder}/ApplicationCenter/database フォ

ルダーから入手できます。  

1. DB2 コンポーネントを
ドラッグします。 

2. スキーマ・ファイルを指定します。 
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アプリケーションとデータベースの接続 
 

 「エンタープライズ・アプリケーション (Enterprise Application)」コンポーネ

ントの右端にある水色の点をクリックしてマウス・ボタンを押さえたままマウ
スをデータベース・コンポーネントまで移動し、マウス・ボタンを放します。 

– Web アプリケーションとデータベースの間の接続 (リンク) が作成されます。 

 接続線をクリックし、データ・ソースに jdbc/AppCenterDS を指定します。 

 
1. リンクを作成します。 

2. データ・ソースを指定します。 
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ユーザー・レジストリー・コンポーネントの追加 
 
 左側のペインで「ユーザー・レジストリー・コンポーネント (User Registry 

Components)」を展開します。 

 ユーザー・レジストリー・コンポーネントをドラッグします。 

 そのユーザー・レジストリー・コンポーネントを選択し、プロパティー・ペイ
ンで「ベース DN (Base DN)」フィールドおよび「LDIF ファイル (LDIF file)」
フィールドに値を指定します。 

 

1. ユーザー・レジストリー・コンポー
ネントをドラッグします。 

2．「ベース DN (Base DN)」フィールド
および「LDIF ファイル (LDIF file)」フィ
ールドに値を指定します。 



© Copyright International Business Machines Corporation 2013, 2014. All rights reserved. 51 51 

アプリケーションとユーザー・レジストリーを接続 
  「エンタープライズ・アプリケーション (Enterprise Application)」コンポーネン

トと「ユーザー・レジストリー (User Registry)」コンポーネントの間に 2 つの
リンクを作成します。 

 これらのリンクに対してユーザー・ロール・マッピングを構成します。 

– 最初のリンクについて、「ロール名 (Role name)」を「appcenteradmin」に設定し、
「特殊サブジェクトのマッピング (Mapping special subjects)」を「すべての認証ユ
ーザー (All AuthenticatedUsers)」に設定します。 

– 2 番目のリンクについて、「ロール名 (Role name)」を「appcenteruser」に設定し、
「特殊サブジェクトのマッピング (Mapping special subjects)」を「すべての認証ユー
ザー (All AuthenticatedUsers)」に設定します。 

 

1. 2 つのリンクを作成
します。 

2. ロール名を指定します。 
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保存およびデプロイ 
 

 仮想アプリケーションを保存します。このアプリケーションに名前を付けます。 

 「Virtual Application Pattern (Virtual Application Patterns)」ページに戻ると、作
成したパターンが表示されています。 

 「デプロイ (Deploy)」をクリックします。 
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サポートおよびコメント 

 IBM Worklight の一連の文書、トレーニング資料、および質問をポストできるオンライン・フォーラムはすべて、次の IBM Web サイトか
らご覧になれます。 

– http://www.ibm.com/mobile-docs 

 サポート 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポート (ソフトウェア・メンテナンスと呼ばれる場合もあります) は、パスポート・アドバン
テージおよびパスポート・アドバンテージ・エクスプレスから購入されたライセンスに含まれています。International Passport 
Advantage Agreement および IBM International Passport Advantage Express Agreement の追加情報については、次のパスポート・ア
ドバンテージ Web サイトを参照してください。 

• http://www.ibm.com/software/passportadvantage 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポートが有効になっている場合、IBM は、インストールおよび使用法 (ハウツー) に関する短
期間の FAQ に対するサポートや、コード関連の質問に対するサポートを提供します。詳しくは、次の IBM ソフトウェア・サポート
・ハンドブックを参照してください。 

• http://www.ibm.com/support/handbook 

 ご意見 

– 本資料に関するご意見をお寄せください。本資料の具体的な誤りや欠落、正確性、編成、題材、または完成度に関するご意見をお寄
せください。お寄せいただくご意見は、本マニュアルまたは製品の情報、およびその情報の提示方法に関するもののみとしてくださ
い。 

– 製品の技術的な質問および情報、および価格については、担当の IBM 営業所、IBM ビジネス・パートナー、または認定リマーケター
にお問い合わせください。 

– IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは
配布することができるものとします。IBM またはいかなる組織も、お客様から提示された問題についてご連絡を差し上げる場合にの
み、お客様が提供する個人情報を使用するものとします。 

– どうぞよろしくお願いいたします。 

– 次の IBM Worklight Developer Edition サポート・コミュニティーにご意見をお寄せください。 

• https://www.ibm.com/developerworks/mobile/worklight/connect.html 

– IBM からの回答を希望される場合は、以下の情報をご連絡ください。 

• 氏名 

• 住所 

• 企業または組織 

• 電話番号 

• E メール・アドレス 
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